
めがね、それは見えないものを見

るのぞき窓。望遠鏡、顕微鏡、のぞ

きからくり、だまし絵…。

アートとテクノロジーは世界を

どう捉え、何を見せてきたのか？

浮世絵から現代アートまで幅広い

作品でたどります。

開館時間／10:00～18:30（展示室への入場は18:00まで）
休館日／毎週火曜日
観覧料／一般：1,000円、大学生：600円、小中高生300円

このたびの企画展では、石見出身で国内外で活躍する美術家3名の作品を紹介します。
「めがね」というテーマとどんな関わりがあるのか、展覧会でぜひ確かめてください。

本人からのコメント

本人からのコメント

野野村康生 村康生 （現代美術家）（現代美術家）   Nomura Yasuo  Nomura Yasuo

平川紀道 川紀道 （現代美術家）（現代美術家）   Hirakawa Norimichi  Hirakawa Norimichi

Norimichi  Hirakawa公式HP
http://counteraktiv.com

益 田 ゆ か り の 作 家 た ち

大畑稔浩 畑稔浩 （現代美術家）（現代美術家）   Ohata Toshihiro  Ohata Toshihiro

本人からのコメント

～

《春の予感》 1993年　東京ステーションギャラリー蔵《春の予感》 1993年　東京ステーションギャラリー蔵

《Noctis Labyrinthus（夜の迷宮）》5点組のうち 2017年（写真は展示風景）《Noctis Labyrinthus（夜の迷宮）》5点組のうち 2017年（写真は展示風景）

《a study for spacecolortime》 2018年（写真は展示風景）《a study for spacecolortime》 2018年（写真は展示風景）


